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28請願第17号

公立保育園の民間化計画を白紙に戻し、待機児童解消のために既存の公立保育

園の存続を求める請願

紹介議員

篠原重信⑳

〈請願趣旨〉

市は私たち保護者に十分な説明責任を果たさないまま、さいわい保育園の運営事業者を決定し、今

年度より市と運営事業者、保護者との引き継ぎが始まりました。保護者ば今あるさいわい保育園を残

してほしい、民営化と共に廃園してほしくないという思いは今も変わらないものの、新たによりよい

認可保育所ができるのであれば、東久留米の全ての子どもたちのためにも、今できる最善のことをし

ようと引き継ぎに臨んでいますもどのような引き継ぎをしていくのかは手探りではありますが、長年

にわたって築き上げ、続けられてきた数々の行事、そして東久留米市立保育園の理念に基づいた保育

の継承をするための引き継ぎ、保育園独自の特徴・特色を確認しながらの引き継ぎをしていこうとし

ています。保護者たちは子どもたちへの影響・負担を最大限取り除き、民営化園への移行がスムーズ

にできるよう、市や運営事業者と協力していくことに努力を惜しみません。それでも、慣れ親しんだ

園や園庭、遊具、おもちゃ篭そして何より大好きな先生たち、お友達との別れを経験しなければなら

ないことは避けることはできないのです。なぜそうしなければならなかったのかを、子どもたちにき

ちんと説明できないことが非常に悔しく、またとても申しわけなく、胸が塞がれる思いです。

そんなさいわい保育園の引き継ぎが始まろうという直前の3月議会で、市は民営化計画にかわる民

間化計画を打ち出しました。新たな計画は民営化とは違い引き継ぎを行わず、市内全公立園を廃園し

て民間園を勝致するという耳を疑うような計画でした。なぜ公立園を全園廃園にする必要があるので

しょうか。 40年以上の長きにわたり培われてきた東久留米市の保育の歴史を市はどう考えているの

でしょうか｡財政難を理由に安易に全園廃園という計画を打ち出すことが果たして東久留米市民にと

って、また市民の大切な子どもたちにとって本当に最善最良の選択であるのでしょうか｡

市は、自分たちが作り上げてきた保育の伝統をみずから打ち壊そうとしています。施設が老朽化し

ているならば新しくすればいい、けれども目に見えない公立保育園の保育実践、利用者が高く評価す

る保育の質は一度なくしてしまえばもう二度と取り戻すことはできないのです。財政難を緩和するた

めに保育にかける費用を削るということは、未来を担う子どもたちの育ちに本当に全く影響はないの

でしょうか。ほかに優先して費用を削るべきところはあるはずです。東久留米市は費用の削減につい

て本当に吟味したのでしょうか。

東久留米市は公設公営の保育園の位霞づけをどう考えているのでしょうか。財政難、待磯児解消、

施設の老朽化を理由に民間化をして全園廃園を考えるのはあまりに安易かつ愚かなことです。今まで

公設公営園が担ってきた役割をもう一度きちんと検討してください。民設園、民営園を否定している

わけでは決してありません。民設園、民営園にも良い保育、魅力ある保育、温かい保育をしている園

はたくさんあります。しかし、公設公営園は東久留米市が保育のさまざまな問題を吸い上げ、園児や

保謹者のニーズを捉えた施策を行う認可保育園の核として、また子育て支援の拠点として位置づけら
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れ、その役割を果たしていくために存続する必要があるのです。

そして、東久留米市には今年度も100名近い待機児童がいます。潜在的な数を考慮すればそれ以

上の待機児童数を抱える市の現状を鑑みると、市がすべきは新たな認可保育園の増設です。ただ数合

わせのように1園建てて1園減らすのではなく、 1園残して1園ふやし、 1日も早く希望する全ての

子どもが認可保育園に入園することのできる環境へ整えられることが市民の切実な願いです。さいわ

い保育園は平成29年度以降、入所者を受け入れない方針が立てられていますが、待機児童が一向に

解消されずにいる現状を打破するためにも、いま一度市民の声に真筆に向き合い、応え、平成29年

度以降も入所希望者を受け入れるよう再検討をするべきではないでしょうか。未来の東久留米で生ま

れ育つ市民の大切な宝である子どもたちを、市が率先して守り育てる行政、議会であることを願って

やみません。

公立保育園の全園民間化計画は、東久留米市がみずから築いてきた市独自のすばらしい保育実践、

これからの東久留米の子育て世帯を支える、いわば屋台骨である公立保育園を市民の了承も理解も得

ないまま、全て放棄して民間の手に委ねるということにほかなりません。

これ以上既存の公立保育園をなくすような安易かつ愚かで不毛な計画を即刻見直し、減ることのな

い待機児童解消のためにも既存の公立保育園の民間化、廃園をしないでください。

○

<請願事項〉

1認可保育園の核として、また子育て支援の拠点として重要な役割を担っている、長年培われて地

域に根づいた伝統ある公立保育園をこれ以上なくさないために、民間化計画を即刻白紙に戻すこ

どを求めます。

2東久留米市民の財産である既存の公立保育園を待機児童解消のために存続させることを求めます。

平成28年6月3日

東久留米市幸町1－17－1

東久留米市立さいわい保育園父母会

会長荒川香子

○

東久留米市識会

議長細谷祥子 殿



28請願第18号

公立保育園の民間化計画を白紙に戻し、公立保育園を存続することを求める請願

紹介議員

篠原

間宮

重信⑳

美季⑳

〈請願趣旨〉

これまで市の民営化計画に納得がいかず、これ以上公立保育園を失いたくないと請願を出し続けて

きましたがその願いは受けとめられることなく、たきやま保育園、ひばり保育園、上の原保育園、み

なみ保育園と民営化は強行され、来年度にはさいわい保育園が保護者の同意がないままに民営化され

ようとしています。市は民営化された園についてきちんとした検証を行うことなく、次々と民営化を

進めています。そして不本意にもさいわい保育園の民営化について今年度から引き継ぎ連絡会が始ま

ったばかりであるにもかかわらず、市は民営化にかわる民間化計画を打ち出しました。民営化は公立

園を引き継ぐという建前がありましたが、民間化は引き継ぎを行わず全公立保育園を閉園し、民間を

誘致して認可保育園を建てるという驚くべき計画です。全国のさまざまな自治体でも国の制度が変わ

り､財政難のために民営化をしなければならない自治体も多くあるようですが、全公立保育園を閉園

するという自治体は珍しく前代未聞です。多くの自治体では全園民営化することはなく、各拠点には

公立園を残していく計画的な施策をしているようです。それは公立保育園の担っている役割を真に理

解しており、認可保育園の核として、指標として残していこうという考えを持っているからだと思い

ます。 、

市は40年以上にわたって培われてきた東久留米市の保育の歴史をどう考えているのでしょうか。

財政難を理由にいとも簡単に全園閉園という計画を打ち出すことが、果たして東久留米市にとって本

当に一番いい選択なのでしょうか｡東久留米市は自分たちがつくり上げてきた保育の伝統をみずから

壊そうとしていますb公立保育園の子どもに寄り添ったすばらしい保育は、全園閉園されれば閉ざさ

れてしまいます。なくすことは簡単ですが築き上げることはそう簡単にはできないのです。お金は生

み出すことはできても、40年という歳月をかけた東久留米市の保育は、一度なくしてしまったら二

度と築くことはできないのです｡東久留米市はそれに早く気づいてください｡東久留米市は公設公営
の保育園の位置づけをどう考えているのでしょうか。財政難、待機児解消、施設の老朽化を理由に民

間化をして全園廃園を考えるのはとても安易で愚かなことです。市は民間を誘致することで延長保育

等サービスの拡充ができるとメリットばかりを取り上げていますが、延長保育等サービスの拡充は民

間でなくても公立園でも可能なことです。財政難を理由に保育にお金をかけたくないだけなのではな

いでしょうか。今まで公設公営園が担ってきた役割をもう一度きちんと検討するべきです。公設公営

､園は、東久留米市が保育のさまざまな問題を吸い上げて園児や保護者のニーズを捉えた施策を行う認

可保育園の核として、子育て支援の拠点として位腫づけられその役割を果たしていくために存続する

必要があるのです。公設公営園を残すことは民設園、民営園を含めた東久留米市全体の保育の質を守

ることにつながるのです。逆にこれ以上公立保育園をなくせば東久留米市の保育の質の低下を招きか

ねません。東久留米市はみずから築いてきた市独自のすばらしい保育を放棄して全てを民間の手に委

く
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ねようとしています。このような市民の理解を得ていない計画を即刻見直し、公立保育園の民間化を

白紙に戻し、公立保育園をこれ以上なくさないでください。

<請願事項〉

， 民間化計画を即刻白紙に戻し､認可保育園の核として､子育て支援の拠点として重要な役割を担
っている長年培われて地域に根づいた伝統ある公立保育園を存続することを求めます｡

平成28年6月3日

東久留米市小山3－3－3

東久留米市保育園父母の会連合会

代表鈴木法‘子

○東久留米市織会

議長細谷祥子 殿

○



28諭願第19号

他自治体でも例のない公立保育園全園廃園計画の見直しを求める請願

紹介議員

篠原

白石

桜木

重信

玲子

善生

⑳
⑳
⑳

今年の第1回定例会にて打ち出されました「東久留米市保育サービスの施設整備・運営及び提供体

制に関する実施計画」にて示されております「全園民間化」とはいわゆる廃園であり、大変問題であ

ると考えます。

これまでも再三申し上げてまいりましたが、公立と民間とでは担う保育が異なり、そしてお互いが

支え合っています。

民間保育園が保育士の確保に悲鳴を上げ、頻繁に入れかわっている現実は御存じのはずです。

全公立園を廃園にし、公立が担ってきた保育を民間に委ねることは、さらに民間を追い詰めること

になるのは明白です。

そして、公立保育園があるからこそ守られている保育の基準、公立だからこそしなくてはならない

保育があることを自治体が御存じないはずがありません。

また、民間化が打ち出されたしんかわ保育園においては、入所の手続きの際、何ら保謹者に廃園の

説明がなかったこと、その計画は段階的に新たな子どもの受け入れをストップし、年々子どもの数を

減らし、最後の年は年長だけの保育となってしまうこと、しんかわ保育園のかわりの保育園は建てな

いことなど、既に進め方、計画性にさまざまな問題が上がっており、これで「東久留米市保育サービ

スの施設整備・運営及び提供体制に関する実施計画」に示されております「保護者とともに児童を心

身ともに健やかに育成する責任」といった理念が通るでしょうか。

今回の計画を、子ども・子育て支援法（平成24年法律第65号）第2条規定の「各分野各々の役

割を果たすとともに相互協力して行わなければならない」と、市として示されているのですから、一

旦立ちどまり見直すのは自治体として当然と考えますがいかがでしょうか。

く

〔

<請願事項〉

1 市の「東久留米市保育サービスの施設整備・運営及び提供体制に関する実施計画」の見直しを求

めます。

平成28年6月3日

東久留米市前沢1－2－16

東久留米保育問題連絡協議会

会長富岡佑理子

東久留米市議会

議長細谷祥子 殿

け



28請願第20号

市の保育園待機児解消策についての請願

紹介議員

篠原重信⑳

認可保育園に申し込んでも入所できなかった、いわゆる待機児童が今現在186人おります。

現在、経済不況や高齢化社会などの背景の中で、保育園に子どもを入所させなければ生活が成り立

たないといった家庭は増加の一途であり、保育に欠ける状況や貧困が児童虐待につながるなど、悲し

い事件も後を絶ちません。

小規模保育の拡充なども検討されていますが、それには3歳児以降の受け皿の問題があり、やはり

ゼロ歳から就学に至るまでを通して子どもの様子を把握し、健やかな発達が保障される保育園が望ま

しいものと考えます。

その中で､･東久留米でも待機児童解消のために認可保育園増設が市の計画に含まれているとのこと

感謝申し上げます。

ですが現実としましては、みなみ保育園、さいわい保育園の民営化計画、また全国的な状況を照ら

し合わせてみましても、実質、どこも保育園の運営は厳しいものと考えられます。

保育園は単なる「子守り」ではありません。預けられればどこでもいいものではありません。待機

C

児童解消には『保育の質」が伴わなければなりません。

よって、以下の点について求めるものですb

〈請願事項〉

1新設認可保育園の開設に当たっては、選定の透明性と保育の質の確保に努めてください。

C 平成28年6月3日

東久留米市前沢1－2－16

東久留米保育問題連絡協議会

会長富岡佑理子

東久留米市議会

議長細谷祥子 殿


